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▲祝辞を述べる笹島町長

▲金澤理事長が冒頭にあいさつ

　6月2日午前10時より、うるおい館において「令和5年度第
28回定時総会」が開催されました。昨年同様、新型コロナの
感染拡大防止の観点から、210名の会員から委任状または書面
議決権行使書の提出があり、当日の出席会員は56名でした。
　金澤理事長のあいさつの後、優良会員表彰が執り行われ、笹
島町長をはじめ4名のご来賓から祝辞を賜り、議事へと進行し
ました。

　社会は少しずつ「ウィズコロナ」、「アフターコロナ」へと
移り、徐々に日常生活を取り戻しつつあるが、終息には至っ
ていないことから、引き続き感染防止に努めながら、事業の
さらなる推進にあたっていきたい。
　昨年は、コロナの影響を受けながらも、会員数や契約金
額はともに増加した。今年度も皆さんのご協力を得ながら、

「会員確保」と「安全就業」に取り組むとともに、全員が知
恵を絞って、魅力あるシルバー人材センターづくりと地域社
会に貢献できるよう努力していきたい。

理事長挨拶要旨
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　第1号議案「令和4年度事業報告について」及び第2号
議案「令和4年度収支決算について」が上程され、関連
している報告事項1件とともに岩山専務理事より報告、
北田監事より監査報告が行われ、原案通り承認されま
した。
　続いて第3号議案「役員の選任について」が原案通
り承認され、「令和5年度事業計画」、「令和5年度収支予
算」、「正会員規程の一部改正」について岩山専務が報告
し全ての議事が終了。結びに道原副代表理事があいさつ
を述べ、閉会しました。▲議長を務められた上野友義さん

議事

基
本
方
針

　
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念

の
も
と
、
新
た
に
始
ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の

適
切
な
対
応
を
図
り
つ
つ
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

① 

中
長
期
的
な
事
業
の
推
進

② 

安
全
・
適
正
就
業
の
改
善
と
充
実

③  

高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

推
進

④ 

研
修
・
講
習
の
開
催

⑤ 

健
全
な
財
政
運
営

⑥ 

互
助
会
へ
の
協
力

◇令和5年度  予算額

経常収益 183,960千円
（177,030千円）

経常費用 191,372千円
（183,021千円）

※（　 ）は前年度当初額

派遣事業実績
●
令
和
４
年
度
事
業
報
告

（
令
和
5
年
3
月
31
日
）

会  員  数

男性会員
女性会員

男性
72%

257名

女性
28%

100名
357名

契約金額

公共 民間 一般

154,634
千円

公共
35%
53,890
千円

民間
29%

55,295
千円

45,449
千円

一般
36%

17,684
千円

運搬清掃
25％

サービス職業
15％

事務的職業
5％

輸送・機械運転 48％
8,552千円

4,406千円
2,705千円

457千円

713千円

851千円

農林漁業
3％

販売
4％

事
業
計
画
及
び
予
算

令
和
5
年
度
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公
益
社
団
法
人

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

令
和
５
年
度   

安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

優
良
会
員
表
彰

優
良
会
員
表
彰

若
島
さ
ん
が

若
島
さ
ん
が

    

『
優
秀
賞
』
を
受
賞

『
優
秀
賞
』
を
受
賞

草
島　

宗
光　
　

上
原
地
区

城
崎　

節
子　
　

小
摺
戸
地
区

寺
林　

昭
蔵　
　

小
摺
戸
地
区

五
十
里
鉄
代　
　

入
善
地
区

松
島　

正
司　
　

青
木
地
区

岡
島　
　

功　
　

飯
野
地
区

秋
元　

政
典　
　

小
摺
戸
地
区

石
塚　
　

均　
　

飯
野
地
区

野
田　

光
明　
　

飯
野
地
区

西
島　
　

弘　
　

飯
野
地
区

優
良
会
員
表
彰
受
賞
者

優
良
会
員
表
彰
受
賞
者

退
任
役
員
感
謝
状
贈
呈

退
任
役
員
感
謝
状
贈
呈

おめでとうございます

（
順
不
同　

敬
称
略
）

新新  

役役  

員員  

専
務
理
事
　　

真
岩　

芳
宣

　
　
　
　
　
　
（
兼 

事
務
局
長
）

岩
山　
　

裕　
　

専
務
理
事 ▲受賞者代表の寺林昭蔵さん

西川則男さん 北田恒雄さん

　

6
月
15
日
に
富
山
市
の
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま

で
開
催
さ
れ
た
公
益
社
団
法
人
富
山
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
第
28
回
定
時
総
会
に
お
い

て
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
北
田
恒
雄
さ
ん
（
入
善
）

と
西
川
則
男
さ
ん
（
青
木
）
が
、
長
年
の
ご
功
績

を
称
え
ら
れ
、
優
良
会
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
お
二
人
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
専
務
理
事
を
6
年
余
り
務
め
ら
れ
て
退
任

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
岩
山
裕
さ
ん
に
対
し
、
感

謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

7
月
13
日
、
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
主
催
の
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
に
お

い
て
、
令
和
5
年
度
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
あ
る
若

島
忠
さ
ん
（
小
摺
戸
）
の
作
品

が
、
栄
え
あ
る
優
秀
賞
に
輝
き
、
松
島
県
連
合
会

会
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
今
後
3
年
間
、
富
山
県

内
の
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
安
全
・
安
心
な
シ

ル
バ
ー
事
業
の
展
開
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

「
慣
れ
た
作
業
に  

落
と
し
穴

 　
　
　
　
　

い
つ
も
心
に　

危
険
予
知
」
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【申し込み・問い合わせ】
富山県シルバー人材センター連合会　076-431-3282
入善町シルバー人材センター　　　　0765-74-2207

● 
会
員
拡
大

　

 
入
会
説
明
会
、
イ
ベ
ン
ト
や
各
施
設
等
で

の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
会
員
に
よ
る
「
声
掛
け
」

「
ひ
と
声
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
Ｈ
Ｐ
活
用

な
ど
、
女
性
会
員
拡
大
に
向
け
た
活
動

● 

就
業
拡
大

　 

既
存
・
新
規
就
業
先
へ
の
訪
問
等
に
よ
る

拡
大

● 

会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化

　 

研
修
旅
行
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
等
の
実
施

● 

魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
づ
く

り
に
向
け
た
継
続
的
な
取
り
組
み

● 

各
種
講
習
会
の
開
催

　

 

「
ゴ
ミ
分
別
」
講
座　
　

10
月
頃

　

「
健
康
」
講
座　
　
　
　

11
月
頃

　

「
ス
マ
ホ
」
講
座　
　
　

2
月
頃

● 

会
員
紹
介
ポ
イ
ン
ト
制
度

　 

さ
ら
な
る
活
用
と
充
実
を
図
る

● 

「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」
の
発
行

　
　

 

9
月
号
、
1
月
号

● 

会
員
向
け
情
報
紙
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」

の
発
行
（
随
時
）

● 

地
域
懇
談
会
の
開
催

　
　

11
月
頃
〜

● 

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
　

 

5
〜
10
月　

毎
月
実
施

● 
各
職
群
班
研
修
会
の
開
催

　
　

 
防
除
、
草
刈
り
、
剪
定
、
障
子
・
襖
、

草
む
し
り

● 

県
連
合
会
の
委
員
会
と
の
連
携
、
研
修
会

等
へ
の
参
加

● 

事
故
再
発
防
止
対
策
の
徹
底

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

事
業
委
員
会

事
業
委
員
会

広
報
・
地
域
活
動
委
員
会

広
報
・
地
域
活
動
委
員
会

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

各委員会より今年度の目標・計画

　シルバー人材センターの会員になって就業
を目指す方を対象に、剪定スタッフ、刈払機
スタッフのほか、秋季には家事支援スタッフ
講習、施設清掃スタッフ講習、ドローンス
タッフ講習等の開催を予定しています。

★「こんな講習会を開催してほしい」などの
ご意見、ご要望をお聞かせください。

令和5年度 技能講習を開催

会員のためのさまざまな活動

高齢者活躍人材確保育成事業 大好評につき、
今年も やります！

カローリング大会
スマホ講座

富
山
県
ス
ロ
ー
ガ
ン

慣
れ
た
作
業
に  

落
と
し
穴

 　
　

い
つ
も
心
に　

危
険
予
知 事故ゼロへ！事故ゼロへ！
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ふ
る
さ
と
探
訪

西
蓮
寺
と
東
洋
紡
（
上
）

♥
女
性
会
員
Ａ
さ
ん
（
70
代
・
新
屋
）

♠
男
性
会
員
Ｂ
さ
ん
（
60
代
・
小
摺
戸
）

① 

主
に
障
子
・
ふ
す
ま
張
り
で
す
。

②  

70
代
に
な
り
体
力
と
筋
力
の
衰
え
を
痛
感

し
つ
つ
暇
を
持
て
余
す
毎
日
に
不
安
を
感

じ
、「
こ
れ
で
は
だ
め
だ
」
と
思
い
、
こ
の

春
、
勇
気
を
出
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

 　
 

若
い
頃
、
家
族
で
障
子
の
張
替
え
は
経
験

し
て
い
た
の
に
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
、

い
ろ
ん
な
工
程
が
あ
っ
て
奥
深
く
、
新
し

い
知
識
を
た
く
さ
ん
得
ら
れ
た
の
が
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

  

ま
た
、
先
輩
会
員
の
方
々
に
も
や
さ
し
く

丁
寧
に
お
教
え
い
た
だ
い
て
、
楽
し
く
お

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
知
人
が
増
え
交
流

も
広
が
り
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
毎
日
を
送

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

① 

主
に
草
刈
り
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

②  

あ
る
と
き
、
草
刈
り
が
終
了
し
て
そ
の
家

の
人
に
見
て
も
ら
い
、「
綺
麗
に
し
て
く
れ

て
、
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
と
て
も
嬉
し
く
な
っ
て
「
次
回
は

も
っ
と
短
時
間
で
、
も
っ
と
綺
麗
に
し
て

あ
げ
よ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。

 　

 

シ
ル
バ
ー
入
会
の
動
機
は
、
定
年
後
、
家

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
て
、
変
化
を
求
め
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
入
会
後
数
か
月
が
過

ぎ
る
と
、
仲
間
と
の
交
流
が
で
き
る
し
、

筋
力
も
増
加
し
、
お
ま
け
に
血
糖
値
も
少

し
下
が
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
お
金
を
貰
っ

て
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　

  

振
り
返
れ
ば
、
現
役
中
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

ば
か
り
で
、
草
刈
り
は
全
く
の
素
人
で
し

た
が
、
先
輩
の
仕
事
を
見
な
が
ら
技
術
を

教
わ
り
、
自
分
で
も
「
そ
れ
な
り
に
成
長

し
た
な
」
と
思
い
ま
す
。
今
、
会
員
に

な
っ
て
良
か
っ
た
と
改
め
て
実
感
し
て
い

ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
に

　
お
話
を
伺
い
ま
し
た

地
域
の
働
き
手
と
し
て

　

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

皆
様
の
応
援
、

　

よ
ろ
し
く
お
願
い

　
　
　
　
　

し
ま
す
！

　

入
善
駅
を
左
手
東
へ
東
西
の
横
道
を
徒
歩
三
分
。
寺

町
か
ら
東
町
の
間
を
流
れ
る
大
川
に
架
か
る
橋　

コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
欄
干
両
端
に
「
西
蓮
寺
橋
」
「
昭
和
二

十
七
年
十
月
竣
工
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
「
西
蓮
寺
」
が
そ
の
昔
あ
っ
た
こ
と
を
後
世

に
残
そ
う
と
心
掛
け
た
行
政
の
粋
な
計
ら
い
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
私
は
終
戦
時
は
四
歳
で
、
二
十
七
年
は

満
十
歳
だ
っ
た
か
ら
、
今
来
た
広
い
道
な
ど
ま
だ
な
か

っ
た
。（
以
前
あ
っ
た
道
は
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
沿
い

の
南
面
を
東
へ
幅
三
メ
ー
ト
ル
弱
の
農
道
で
あ
っ
た
）

　
〝
西
蓮
寺
チ
ャ
昔
上
杉
謙
信
が
ウ
ワ
ー
と
大
勢
の
軍

兵
で
焼
き
は
ろ
う
て
し
も
た
が
い
と
よ
う
〟
と
遊
び
の

ガ
キ
大
将
が
語
る
。〝
デ
ッ
カ
イ
寺
や
っ
た
け
ど
（
再

興
出
来
ず
に
）
ツ
ブ
レ
タ
が
い
と
‼
〟

① 

ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

②  

会
員
に
な
っ
て
又
は
お
仕
事
を
通
じ
て
、

良
か
っ
た
こ
と
や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
何

で
す
か
？

▲「西蓮寺橋」の欄干は東町側。寺町
側には「昭和二十七年十月竣工」と
ある。

荒
木
　
益
夫

会
員
の
広
場
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編
集
後
記

▽
最
近
温
暖
化
の
せ
い
か
、
各
地
で
局
地
的

な
豪
雨
が
多
発
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
避

難
用
品
を
纏
め
て
い
つ
で
も
避
難
開
始
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

▽
避
難
先
は
、
河
岸
段
丘
の
上
の
親
戚
の
家

で
、「
い
ざ
と
言
う
と
き
に
逃
げ
て
来
て
も

良
い
？
」
と
了
解
を
採
っ
て
い
る
。
黒
四
ダ

ム
付
近
で
極
端
な
大
雨
の
場
合
は
、
一
時
間

以
内
に
避
難
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
早
い

段
階
な
ら
、
自
動
車
で
の
避
難
も
可
能
だ

が
、
既
に
災
害
が
始
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、

近
く
の
頑
丈
な
建
物
の
二
階
に
避
難
す
る

予
定
。

▽
災
害
が
発
生
せ
ず
、「
弱
虫
」
と
言
わ
れ

て
も
構
わ
な
い
。
逃
げ
る
が
勝
ち
だ
。

【
秋
元  

記
】

R5.7.31現在

◆会員数◆

363名
（男性261名）
（女性102名）

〜仲間とともに楽しいシルバーに〜
　仲間が集まり、会員相互の親睦と融
和を図るため、コロナから抜け出しつ
つある今年こそは、親睦会や視察旅
行、交流イベントなど、楽しい催しを
たくさん企画したいと考えています。
　また、同好会等の設立を希望される
方はぜひ事務局へお知らせください。

〜ありがとうございました〜

◆
シ
ル
バ
ー
の
日 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

ご
案
内

★
実
施
予
定　

10
月
中
旬

★
実
施
場
所　

水
の
小
径
周
辺
を
予
定

★
剪
定
・
草
刈
・
草
取
り
な
ど
の
環
境
美
化

活
動
を
行
い
ま
す

・
詳
細
は
決
定
次
第

　

ご
案
内
し
ま
す

・
皆
様
の
多
数
の

　

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
の
異
動
　
　
令
和
5
年
6
月
30
日
付

　
　
　
　

・
退
職　
　

井
田　

邦
章

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

健
康
は
安
全
就
業
の

　
　
　
　
　
第
一
条
件
で
す

積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

◇
企
画
編
集
◇ 

　
　

広
報
・
地
域
活
動
委
員
会

　
　
広
報
編
集
委
員

　
　
　
　
　
委
員
長
　
　
岩
田
リ
ヱ
子

　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
若
島
　
昭
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
元
　
政
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局

会員互助会からのお知らせ

▽毎年、今は空き家となっている実家の剪定や草刈
りなどを、年契約でシルバーさんにお願いしていま
す。本当は自分でやれればいいのでしょうが、私の
力では無理なので、とても助かっています。

▽家の管理は、いつも定期的に行うことが大事だと
思っています。その点、シルバーさんの方からもこ
まめに声をかけ連絡してくださったり、お願いした
仕事はすぐに対応していただいたりと、とても親切

にしていただき本当に感謝してい
ます。これからもよろしくお願い
します。
　　　魚津市在住の主婦より

お客様の声…
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生き生きと活躍出来る場所生き生きと活躍出来る場所生き生きと活躍出来る場所

～働き方は色々あります！～
入会説明会は、毎月第２火曜日午前10時
から、シルバー人材センター（老人福祉セン
ター内）で行っています。
また、入会のご相談は、随時お受けして
います。

●掃除
●襖・障子
　張替
●ガラス拭き

●水やり、
　畑作業

●ペットの散歩
●洗濯

●塗装

●棚つり、
　倉庫の整理●食事の仕度

●買い物

●高齢者の
　話し相手

●建具の修理
●賞状書き

●ワープロ
　原稿作り

　●宛名書き
　　チラシ配り

●草むしり、草刈り
　庭掃除

●網戸の張替

●子守り、
　育児のお手伝い

●木立の枝払、
　落葉拾い

●植木剪定

●タイル貼り ●パンフレット・チラシの配布
●イベント・催事の手伝い
●イベント時の駐車場整理

販売促進・営業活動などのサポートに

●名簿・資料の作成（パソコン）
●起票・記帳等の経理業務
●伝票・書類・台帳等の整理業務
●看板・演題・次第書き（毛筆）
●封筒・ハガキ等の宛名書き
●賞状書き

事務所内の軽作業

●袋づめ・包装・梱包など
●商品管理・整理

作業所内の軽作業

●公園管理・清掃など
●施設管理

地域社会に役立つ

●樹木手入れ
　（剪定・雪吊り・消毒など）
●空地等の草刈り（機械刈り）
●花壇・植樹帯の除草
●建物内や外廻りの清掃

オフィス等の環境整備に

企業の皆さんを
お手伝い !!家庭の暮らしを

お手伝い !!

シルバー人材センターではこんなお仕事をお引き受けします。

ワンコイン（500円）でできる
簡単な作業（ごみ出しなど）もお引き受けします。


